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テキスト処理の流れ

トークン化(tokenizer)、単語の品詞付与
(tagger)、単語の原形の復元
(parser,lemmatizer)、固有名抽出(NER)は
一般的なテキスト処理のこと

Docは応用による様々な形で処理を行う



トークン化/トークナイザ（Tokenizer）

トークンは一般的に形態素解析の結果の文
字列のリスト（日本語）、文から単語と区切り
のリスト(英語)

トークン化

→文字列を分解し、トークンと呼ばれる言語デ
ータの一部を構成する識別可能な言語学上の
単位に変換する作業である



日本語のトークン化/トークナイザ（
Tokenizer）

JUMAN, JUMAN++ 形態素解析ツール

ChaSen(奈良先端科学技術大学院で開発さ
れた形態素解析ツール)

TinySegmenter(http://www.chasen.org/~t
aku/software/TinySegmenter/)

MeCab:Yet Another Part-of-Speech and 
Morphological Analyzer

Janome:辞書内包の形態素解析器

Nagisa:BLSTMsによる単語分割と品詞タガー

…



MeCabの形態素解析の例

トークンの数：18



英語などのトークン化/トークナイザ
（Tokenizer）

Nltk(python)

Stanford parser(web application)

Spacy(python)

Google nlp api

Yahoo nlp api

Syntaxnet(C++)

Corenlp(java)



英語などのトークン化/トークナイザ（
Tokenizer）



Stanford Parser

結果エリア

入力エリア

トークンの数：6

Tokens: a list of words and punctuation



基本的な作業であるが、多くのコーパスが

既にトークン化されており、NLTKがいくつか
のトークナイザを提供してくれている

• TreebankWordTokenizer

• PunctWordTokenizer

• RegexpTokenizer

• WordPunctTokenizer

テキストのトークン化のための正規表現



NLTKのトークン化



re.split(r’ ’ ,  raw)

re.split(r’ [  ¥t¥n]+’ ,  raw)

→re.split(r’¥s+’ ,  raw)

re.split(r’ ¥W+’’ ,   raw)

(not などが出てしまう

re.findall(r’¥w+|¥S¥w*’  ,  raw)

re.findall(r”¥w+(?:[-’]¥w+) * | ‘ | [~, (]+ 
| ¥S¥w*” , raw)

シンプルなアプローチによるトークン化



¥b 単語の境界(幅はゼロ)

¥d すべての数字([0-9]と等価)

¥D すべての非数字([^0-9]と等価)

¥s すべての空白文字([  ¥t¥n¥r¥f¥v]と等価)

¥S すべての非空白文字([^ ¥t¥n¥r¥f¥v]と等価)

¥w すべての英文字、数字およびアンダースコア

([a-zA-Z0-9]と等価)

¥Wすべての英文字、数字およびアンダースコア以外
の 文字([^ a-zA-Z0-9]と等価)

¥t タブ文字

¥n 改行文字

正規表現・正規表現の省略形



NLTKの正規表現トークナイザ

u.s.a.の小文字,日付, ドル以外の通貨は抽出されない



何に応用するかによって、何をトークンとしてみ
なすか異なってきてしまう

生のテキストを手作業でトークン化した高品質
なトークンをゴールドスタンダードと呼ぶ

トークン化で「didn’t」のような短縮形を
文の意味を解析しているならば
「did」と「n’t」か「not」と正規化するべきである
ルックアップテーブルの助けを借りることにより
可能になるだろう

トークン化のそのほかの問題



辞書・事典とは何か―その体系
性・網羅性・信頼性を求めて― 

辞書・事典は人間のもつ概念の体系的表現である。辞書は
我々が使う言葉の体系であり、事典はそれ以外の各分野の
対象についての説明である。

辞書や事典をどう構成するかは辞書学（lexicography）であ
るが、その構成要素である語の内容は語彙論（lexicology）
による。後者の中心的課題は意味をどう表現するかにある。

直接的には内包的定義と外延的定義があり、語は常にあい
まいさを伴うため、この双方で記述することが必要で ある。





まとめ
本日の内容は以下の通りであった：

単語、単語のクラス、単語のタグ

問題：一つ単語が複数タグを持っている：曖昧性

機械用辞書

IPALコーパス辞書：日本語辞書（名詞、動詞、形容
詞）

Wordnet, Wordnetのオントロジー

言語コーパス：生コーパス、タグ付きコーパス

機械学習を用いて単語分割、形態素解析


